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一 般 演 題

1)マウスレトロウイルスにより惹起されるシェー

グレン症候群様外分泌腺症におけるサイ ト

カイン発現の検討
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長谷川勝彦 ･朝倉 均(
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新 潟 大 学
第三内科
同附属腎研究施設
分子病暦学分野

【E]的】我 々は. IJP- BM5murineleukemia
virusLMuLV)に感染した C57BL/6LB6)マウス

(MurineAcquiredImmunodefieiencySyndrome:

MAIDSlに Sjbgllen'ss.vndrome(SjS)様の外 分

泌腺症が生 じることを報告してきた.この MAIDSマ

ウスの諸臓器における病変の形成にどのようなサイ トカ

インが関与 しているかを明らかにす るために, その

mRNAの党規を検討 した.

E対象及び方法】LP-BM5感染後の MAⅠDsマウ

スの唾液腺,牌減,リンパ節などにおけるサイトカイン

(IFN-Y.IL-2,IL-10,TNF-t})の mRNA

の発現を経時的に RT-PCR法を用いて,束処置の B6
マウスと比較検討 した.

【結果】LPIBM5感染マウスの唾液腺や降臨には

細胞浸潤巌を認め,SjS棟の外分泌腺症が生 じた.サ

イトカインに関 しては.IFN-γ.IL-2,IL-10.

TNF棚aの発現が,MAIDSマウスの唾液腺,牌臓で

見られたが,莱処置の B6マウスでは見られなかった.

【結論】MAIDSマウスの SjS様の外分泌腺症の形

成には,IFN-γ,IL-2を産生する ThlJや,IL-lo告

産生する Th2などの CI)4+T細胞と,TNF-o･を産

生するマクロプア-ジが関与している可能性が示唆された.
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21レトロウイ)L,ス感染マウス陣細胞のヌード

マウスへの移入による実験性腸炎の解析

一一大腸組織における浸潤細胞 の種類と分布
について-
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【要旨】我々は,murineAIDStMAIDS)マウス

の鮮腺細胞を B6ヌー ドマウスに移入すると,そのマ

ウスにシェ-グレン症候群横の外分泌腺炎のみならず潰

療性大腸炎類似の大腸炎 (MA王Ds腸炎)が生 じるこ

とを兄い出し報告した.

今回は,MA王Ds腸炎の大腸の炎症局所における浸

潤細胞の種類と局在,サ イトカイン tIFN-)′.ⅠⅠ.-lot

との関係について,免疫蛍光抗体法を用いて検討 した.

CD4+T細胞は主に粘膜固有層にび漫性 に浸潤 し,

CD8+T細胞は陽上皮間に散在性に存在 した.B2知 +

細胞は粘膜固有層の所々に集束巣を形成し,Mac-1+

細胞は腺上皮下やびらん面直下,あるいは粘膜間有層に

伊慢性に浸潤していた.また,二登染色により,IFN-γ

は h:Iae-1+細胞が,IL-10は CD4+T細胞が主に

産生 していると考えられた.更に RT-PCR法により.

MAIDS腸炎の大腸においては IFN-γと IL110の

mRNAの発現も認められた.

以上より本実験性腸炎の発症には,IL-10を産生す

る CD4+T細胞と IFN-γを産生する Mae-1+

細胞が関与 していることが示唆された.

3)肝再牛早期における NKT細胞の増加とそ

の役割
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【目的】肝再生早期の確存肝中では.NItT細胞の普

増が認められる.今回我々は.これ ら NKT細胞増加

とともに,肝細胞障害活性を調べることによさ),肝再生


